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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年5月9日(2013.5.9)

【公表番号】特表2011-520434(P2011-520434A)
【公表日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
【出願番号】特願2011-507925(P2011-507925)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/0775   (2010.01)
   Ａ６１Ｋ  35/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０２Ｈ
   Ａ６１Ｋ  35/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月5日(2012.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともＣＤ１０５及びＣＤ３４を共発現する骨髄由来単離間葉系幹細胞（ＭＳＣ）
を得る方法であって、骨髄由来ＭＳＣ細胞集団から、少なくともＣＤ１０５及びＣＤ３４
を共発現する細胞のサブセットを富化することを含む、方法。
【請求項２】
　（ａ）被験体の骨髄試料からＭＳＣ細胞を単離すること、
　（ｂ）任意で、該（ａ）のＭＳＣ細胞を富化する及び／又は増加させること、並びに
　（ｃ）該（ａ）又は（ｂ）のＭＳＣ細胞から、少なくともＣＤ１０５及びＣＤ３４を共
発現する細胞のサブセットを富化することを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項３】
　ＭＳＣ細胞、少なくともＣＤ１０５及びＣＤ３４を共発現する骨髄由来ＭＳＣ細胞、若
しくはＣＤ１０５、ＣＤ９０、ＣＤ７３及びＣＤ３４を共発現する骨髄由来ＭＳＣ細胞で
あって単離ＭＳＣ細胞をｉｎ　ｖｉｔｒｏで増加させる方法であって、前記ＭＳＣ細胞を
、線維芽細胞成長因子２（ＦＧＦ－２）、並びに、コロニー刺激因子２（ＣＳＦ２）、Ｃ
ＳＦ３、マクロファージＣＳＦ（Ｍ－ＣＳＦ）、顆粒球単球ＣＳＦ（ＧＭ－ＣＳＦ）、イ
ンターフェロン（ＩＦＮ）、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）、造血活性のあるサイトカイン、血
小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）、血管内皮成長因子（ＶＥＧＦ）、フォン・ヴィルブラン
ド因子（ｖＷＦ）、アンジオポエチン１、アンジオポエチン２、ＦＧＦ－１、ＦＧＦ－３
及びエリスロポエチン（ＥＰＯ）から選択される１つ又は複数の因子に曝露することを含
む、方法。
【請求項４】
　前記ＭＳＣを、ＦＧＦ－２、並びにＧＭ－ＣＳＦ、ＰＤＧＦ、ＦＧＦ－１及びＦＧＦ－
３から選択される１つ又は複数の因子に曝露することを含む、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記ＭＳＣを、ＦＧＦ－２及びＩＦＮ－γに曝露することを含む、請求項３に記載の方
法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の方法によって得ることができるＭＳＣ細胞。
【請求項７】
　骨形成性細胞、ＣＤ１０５及びＣＤ３４を共発現する骨形成性細胞、若しくはＣＤ１０
５、ＣＤ９０、ＣＤ７３及びＣＤ３４を共発現する骨形成性細胞をｉｎ　ｖｉｔｒｏで増
加させる方法であって、前記骨形成性細胞を、ＦＧＦ－２、並びに、ＣＳＦ２、ＣＳＦ３
、Ｍ－ＣＳＦ、ＧＭ－ＣＳＦ、ＩＦＮ、ＴＮＦ、造血活性のあるサイトカイン、ＰＤＧＦ
、ＶＥＧＦ、ｖＷＦ、アンジオポエチン１、アンジオポエチン２、ＦＧＦ－１、ＦＧＦ－
３及びエリスロポエチン（ＥＰＯ）から選択される１つ又は複数の因子に曝露することを
含む、方法。
【請求項８】
　前記骨形成性細胞を、ＦＧＦ－２、並びにＧＭ－ＣＳＦ、ＰＤＧＦ、ＦＧＦ－１及びＦ
ＧＦ－３から選択される１つ又は複数の因子に曝露することを含む、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記骨形成性細胞を、ＦＧＦ－２及びＩＦＮ－γに曝露することを含む、請求項７に記
載の方法。
【請求項１０】
　少なくともＣＤ１０５及びＣＤ３４を共発現することを特徴とする、骨髄由来単離間葉
系幹細胞（ＭＳＣ）。
【請求項１１】
　ＣＤ１０５、ＣＤ９０、ＣＤ７３及びＣＤ３４を共発現する、請求項１０に記載の単離
ＭＳＣ細胞。
【請求項１２】
　骨形成性及び血管新生促進性の両方を示す、請求項６、１０又は１１のいずれか１項に
記載のＭＳＣ細胞。
【請求項１３】
　ヒト起源である、請求項６、１０、１１又は１２のいずれか１項に記載のＭＳＣ細胞。
【請求項１４】
　請求項６、１０、１１、１２又は１３のいずれか１項に記載のＭＳＣ細胞を含む細胞集
団。
【請求項１５】
　請求項６、１０、１１、１２若しくは１３のいずれか１項に記載のＭＳＣ細胞又は請求
項１４に記載の細胞集団からなる骨関連障害の治療剤。
【請求項１６】
　請求項６、１０、１１、１２若しくは１３のいずれか１項に記載のＭＳＣ細胞又は請求
項１４に記載の細胞集団、及び１つ又は複数の薬学的に許容可能な担体／賦形剤を含む医
薬組成物。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の医薬品製剤を調製する方法であって、請求項６、１０、１１、１２
若しくは１３のいずれか１項に記載のＭＳＣ細胞又は請求項１４に記載の細胞集団を、１
つ又は複数の薬学的に許容可能な担体／賦形剤と混合することを含む、方法。
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